
想像を広げながら物語を読む力を高める指導の工夫
－登場人物の気持ちに視点を当てた音読シートの作成を通して－
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手だて１

登場人物の気持ちを想像

して、吹き出しの中に書

く。

手だて２
音読劇の表現方法（読み
方や動き）を考え、行間に
書き込む。書き込みに基づ
いて実際に表現する。

やさしい気持ちを

出そう。

あきらめた感じを出そう。

手だて３

がまくん、かえるくんシ

リーズの別の話で、音読シ

ートを作成し、音読劇を発

表し合う。

○成果

音読シートを用いたことで、気持ちを想像する活

動と音読劇をつなげることができた。

登場人物の気持ちを想像してから、音読劇の表現

方法を考える活動を行ったことで、登場人物の気持

ちについての想像を広げながら読むことができた。

音読シートの

作成①

「お手紙」と同じよう

に、気持ちを想像すれば

いいんだな。今度は動き

を入れてみようかな。

ここはびっくりして

いるところだから、

大きな声で読もう。

がまくんがびっくりしてい

る気持ちがわかったよ。

○児童の実態

物語への関心は高い。文章から必要な部分を抜き出したり、サイドラインを引いたりすることは

できる。しかし、文章を基に自分の考えをもつことや想像することは苦手である。

音読シートの

作成②

吹き出しに気持ちをまとめる

んだね。線を引いたから、か

んたんに気持ちが書き込める

よ。

○課題

一つの場面の中で、部分を絞って登場人物の気

持ちを想像したり、表現方法を考えたりすると考

えが深まり、さらに想像を広げながら読むことが

できたのではないかと考える。

音読シート上段

音読シート下段

音読シート（書き込み例）

どんな読み方が

いいかな・・

挿絵を見ながら、気持ち

がわかるところに線をひ

くんだね。




